
音楽科学習指導案
指導者 岡 本 礼

１ 日 時 平成１８年７月７日（金） ２校時

２ 学 級 ２年３組 男子２０名 女子１６名 合計３６名 北校舎２階 第１音楽室

３ 題 材 ア カペラの魅力

４ 題材について
本題材では，学習指導要領第２学年及び第３学年Ａ表現（１）エ『声部の役割を生かし，全体の

響きに調和させて合唱や合奏をすること』をねらいとしている。２年生は，昨年度の学習でいくつ
かの混声三部合唱を学習した。この学習を通して 「歌詞の内容や曲想を感じ取って，歌唱表現を，
工夫すること」に取り組んできた。現段階では男子の変声が充分に落ち着いておらず，混声四部の
無伴奏合唱に取り組むのは，やや困難な面もある。しかし，間もなく校内合唱コンクールに取り組
む時期に入ることや，２年生としてさらに充実した合唱を目指したいという生徒の願いがある。し
たがって，声だけで作られる響きの美しさや，調和させることの喜び・難しさを体感することは，
今後の合唱活動へのさらなる意欲付けとなると考えた。また，自分たちが感じ取った歌詞や曲想か
らのイメージをより的確に表現するための技能の向上につながると考え，本題材を設定した。ア カ
ペラに取り組むことで，自分たちが奏でるハーモニーや声の響きを意識するようになり，そのこと
が今後の音楽活動にも生かされるものと予想される。使用する教材は 「学生歌 「若人の歌」の２， 」
曲である。どちらも短時間で音取りができる短い曲である 「学生歌」は無伴奏の混声四部合唱，。

。 ， 。４分の３拍子・ハ長調 各パートのリズムが同じで 混声四部のハーモニーを味わうことができる
「若人の歌」も無伴奏の混声四部合唱，４分の４拍子・変ロ長調。この曲は歌い出しがユニゾンで，
各パートの音色をそろえることが求められる。
生徒たちは，合唱に意欲的に取り組んでいる。多くの生徒が明るい声で元気よく歌うこと，リー

ダーを中心にパート練習に取り組むことができている。また，アンケート（ 名中 名に実施）の36 35
結果から，ほとんどの生徒が日常生活においても自分が興味を持った音楽に親しんでおり，音楽に
対する関心は高いことがわかる。合唱についてもあまり好きではないと答えているのは男子４人の
みで，他の生徒は「好き （ 人）または「まあまあ好き （ 人）と答えている。しかし，実際に」 」16 15
歌っている様子からは，中音域においての女子の地声が目立つことや，高音域では女子は響きが無
くなり，男子はのどをしめて苦しそうな発声になることなどの課題もみられる。また，前述したと
おり変声途中の男子も多いことや，他のパートにつられまいと一生懸命になるあまり，地声になっ
てしまう女子もいる。さらに，パート練習には意欲的だが，パートごとの発表を聴かせて課題を挙
げさせる段階になると，消極的になってしまったり，課題が音量のあるなしに終止し，響きや正し
い音程で歌われているかといった点については充分に聴き取れていないことがある。もしくは，実
際には感じ取っていることでも，課題を指摘することに対して全体的に遠慮がちな雰囲気になり，
表面的に相手を讃えて終わってしまうこともしばしば見られる。
そこで，この題材を通して自分たちが目指す合唱の目標をより具体的に意識させたいと考える。

また，目標を達成するために課題をしっかりと追求させ，全体に調和させる声の出し方等の技能を
身につけさせ，一人一人の声が調和することによって生まれる美しい響きを感じ取らせたい。その
ためには，自分たちの演奏を録音して客観的に聴いたり，他の学級や学校との比較を行うことで課
題に気付かせ，必然性を持って練習に取り組んだり，工夫を考えたりすることができるように指導
したいと考えている。

５ 指導と評価の計画（別紙）

６ 本時の目標

音楽への関心・意欲・態度 自分たちの演奏を客観的にとらえ，全体の響きの調和に関心を持っ
て表現することに意欲的である。

音楽的な感受や表現の工夫 自分たちの演奏を客観的にとらえ，そこから感じ取った自分たちの
課題を明らかにして，全体の響きに調和させるように合唱表現を工
夫している。

表現の技能 自分たちの演奏を客観的にとらえ、全体の響きに調和させる合唱表
現の技能を身につけている。

７ 本時の指導の構想
( ) 指導構想及び留意点1
調和のとれたハーモニーや，ア カペラに取り組む上で目標にしたいことについて，生徒は「きれ

いにハモっている という表し方をしている そこで 自分たちの演奏を客観的に聴いてみて き」， 。 ， ，「
れいにハモっている」のか，を考えさせる活動を行う。中には，自分たちの演奏を的確に聴き取れ
ない生徒もいることが予想される。したがって，同じ中学生が歌っている模範のＣＤを聴かせ，自
分たちの演奏と比較することで，課題を明らかにさせる。ここで大切なのは 「なぜハモっている，
と感じるのか，または感じないのか 」という点である。響きが調和しない原因はいくつか考えら。
れるが，ここでは今後の合唱活動のよりどころとなるよう，複数の課題が挙げさせたい。本時では
「学生歌」を中心に扱うが，楽譜や曲の短さなどから，生徒にとっては「簡単な曲 ，という感想」
が見られた。他校の演奏と自分たちの演奏を比較させることで，これらの曲の難しさややりがいを
感じさせながら取り組ませたい。

( ) かかわり合いを生かす手だてについて2
本題材における「必然性」は，聴く人の心を打つような合唱がしたいという生徒の願いにある。

また，この時期は校内合唱コンクールに向けての意欲付けの時期でもあり，確かな技能を身に付け
ることで表現の幅を広げ，一人一人が持つイメージを自信を持って表現させるための取り組みとし
て 「必然性」があると考える。このことを生徒に押さえさせるために，この題材への導入時に合，
唱コンクールや日常の合唱活動における目標を再確認させた。また，自分たちの演奏と模範の演奏
を「よりどころ」として，課題を明らかにさせる。この時，一人一人の感じたことを全体で共有で
きるよう，できるだけ多くの生徒に発言させたい。その際，課題を指摘するだけでなく，その解決
のためにはどのように工夫したらよいと思うかを 声の響き 音程 音量と そのバランス 発，「 」「 」「 ， 」「
声の仕方」等の視点に基づいた「ことば」にできるよう，心がけて指導したいと考えている。



８．本時の展開
（ ）＜Ａ＞達成度 ＜Ｂ＞学習速度 ＜Ｃ＞取り組み方 学習の仕方

＜Ｄ＞見方・考え方 ＜Ｅ＞興味・関心 ＜Ｆ＞生活経験

段 過 時 学習形態
学 習 活 動 評 価 の 視 点・方 法 指 導 上 の 留 意 点

階 程 間 教材・教具

課 １．既習曲を歌い，音楽に取り組む １．良いところを褒め，前向きで明る
題 雰囲気を作る。 い雰囲気が作られるようにする。
把

導 握 ２．前時にＭＤ録音していた自分た ２．聴き取るよりどころは 「全体が ＭＤ，
ま ちの合唱と，他校の演奏ＣＤを聴 美しいハーモニーになっているか」 ＣＤ
で き比べ，自分たちの合唱が美しい 生徒の言葉では「きれいにハモって

入 の ハーモニーになっているかを考え いる」かどうか。この点に注意して
手 感じ取ったことを発表させる。 聴くようにさせる。＜Ｄ＞
が
か
り

３．本時の学習課題を把握する。
本時の学習課題課

15題
確 分 みんなの声を良く聴いて、もっとハモろう
認

３．自分たちの演奏の中でどこが美 ３ ３．生徒が発言したことを拡大楽譜に 黒板．【音楽的な感受や表現の工夫】
しく感じられないのか、どうすれ 書き込んでいく。 拡大楽譜
ば「もっとハモる」ことができる 自分たちの合唱で美しく調 ・○○の部分の音程が合っていな
か、範唱ＣＤと自分たちの演奏を 和していない箇所やその理 い
聴き比べたことをよりどころとし 由に気付き、より美しいハ ・○○の音量が弱い 強いor
て考え，発表する。 ーモニーにするために何に ・地声 等

気をつければよいか，発表
したり説明したりできる。 自分のパートだけでなく，全体の

響きが美しいかどうか感じ取らせ
〈発表内容〉 たい。

展 課 Ａ：声のまとまり 一体感
他のパートを聴く
喉を楽に
やわらかい発声

題
Ｃ：他の意見で自分がよいと

思ったものに挙手させ
る。

追

開 求
４．書き込んだ楽譜をよりどころと
して，全体で練習に取り組む。

・パートごと
・列ごと
・女子
・男子 等で練習

５．歌っていない時は，他の練習を ５．目標に近づくためにお互いの声を30
分 良く聴く。 良く聴きながら，できるだけ具体的

良くなっているところや，もっと なことばで工夫を挙げさせる。
工夫した方がいいことを発表す
る。

６．練習したことを生かしてまとめ
の合唱をし，再度録音する。

終 ま ７．録音した演奏を聴き，感想を発 ７．教師からも全体を通して活動の中
と ５ 表する。 で良かった点や向上したことを明ら

結 め 分 かにし，次の題材への意欲を持たせ
る。＜Ｅ＞



指導と評価の計画 盛岡市立上田中学校

２年 音 楽 題材名 ア カペラの魅力 総時間 ４時間扱い

学習指導要領の指導事項

○Ａ表現

エ 声部の役割を生かし，全体の響きに調和させて合唱や合奏をすること

題材の目標 主な学習活動 評価規準 音楽への関心・意欲・態度 音楽的な感受や表現の工夫 表現の技能

・ア カペラの表 ①パート練習で音取 ア カペラの合唱に興味を持ち、演 演奏を客観的にとらえ、全体の響 演奏を客観的にとらえ、全体の響B ＝「おおむね満足できると

現を通して， りをする。 奏を客観的にとらえ、全体の響き きの調和を感じ取って合唱表現を きの調和を感じ取って合唱表現す判断される状況」

全体の響きに の調和に関心を持ち、合唱表現を 工夫している。 る技能を身につけている。

調和させるよ ②話し合いを通して することに意欲的である。

う工夫して合 自分たちの課題や

唱に取り組む より良い表現のた 歌いながら他のパートについても 工夫すべき点や、工夫の仕方につ 一人、または各パート一人ずつの。 A ＝「十分満足できると判断

めの工夫を明らか 関心を寄せ、中心となって活動し いて的確に数多く挙げ、パート練 アンサンブルで範唱することがでできる状況」の例

にする。 ている。 習を活発にしている。 き、その表現が聴く側の心を動か

すものである。

③全体の合唱練習で

。より美しい響きの 目標を持たせるために、アカペラ 他の意見でよいと思ったものを挙 個別に歌い方のアドバイスを行うC ＝「努力を要すると判断さ

ある合唱を目指す のより美しい演奏をＣＤなどで聴 げさせ、その工夫に取り組むよう。 れる状況」の生徒への指

かせる。 アドバイスする。導の手だての例

次 時 主な達成目標 主な学習活動 音楽への関心・意欲・態度 音楽的な感受や表現の工夫 表現の技能

１ ２ ア カペラに興味を持ち， ・パート練習 ア カペラの合唱に興味を持ち、意 パートごとの演奏を聴いて，気付

，教材曲の音取りをパート 欲的にパート練習に取り組む。 いたことや感じたことを生かして

ごとに協力して行うこと 工夫しながら練習している。

ができる。

２ ２ 自分たちの演奏を客観的 ・話し合い 自分たちの表現がより良いものに 自分たちの演奏を客観的にとらえ 自分の演奏を客観的にとらえ，全，

に聴き，課題を明らかに ・全体練習 なるように意欲を持って，工夫し そこから感じ取った課題を明らか 体の響きに調和させる表現の技能

本 して表現を工夫し，より たり表現したりしている。 にして，全体の響きに調和させる を身に付け，それを生かして合唱

時 美しい響きのある合唱を ように，正しい音程で歌うことや している。

２／２ 行うことができる。 パートのバランスを考えて歌うこ

と，地声にならない歌い方などに

気をつけて合唱表現を工夫してい

る。




